




1)無フェニールアラニンミルクによるフェニールケトン尿症の治療

確定診断時の年令が生後 7 ケ月、1 才 3 ケ月、1 才 6 ケ月、1 才 7 ケ月、2 才 8

ケ月、5 才 3 ケ月の 6 例のフェニールケトン尿症を無フェニールアラニンミル

クとロフェミルクを混用しながら約 1年間治療を行った。初診時の IQ/DQ は何

れも 60 前後であり、現時点で IQ/DQ が 5 前後上昇したものが 2 例、10 前後上

昇したものが 1 例、20 前後上昇したものが 1 例であった。これらの症例は血

清フェニールアラニン値は 2～12mg/dl に維持され、その場合のフェニールア

ラニン投与量は乳児期(6～12 ヶ月)35～45mg/kg/day、幼児期(1～3 才)20～

35mg/kg/day、幼児期(3 才以後)20～30mg/kg/day であった。


